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… よりよい町づくりのために
　　委員会報告

… 国民健康保険税引き下げ

… 「追跡」あの質問どうなった?
　　国保税の引き下げを

早く大き
く

な～れ
成田保育

所



定 例 会 

とみや議会だより No.166

2014年 （平成 26年）８月１日
2

　

平
成　

年
第
２
回
定
例
会
は
、
議
員　

人
の
出
席
で
、
６
月
３
日
か
ら　

日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
行
わ

２６

１７

１１

れ
ま
し
た
。
開
会
当
初
は
、
３
日
か
ら
６
日
ま
で
の
４
日
間
の
予
定
で
し
た
が
、
町
長
か
ら
議
案
の
追
加
が
あ

り
、　

日
ま
で
に
会
期
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

１１

　

冒
頭
、
町
長
か
ら（
仮
称
）明
石
台
小
学
校
新
設
事
業
の
進
捗
状
況
を
は
じ
め
、
町
政
運
営
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
町
長
提
案
に
よ
る
条
例
改
正
２
件
、
平
成　

年
度
各
種
会
計
補
正
予
算

２６

５
件
、
契
約
締
結
２
件
、
人
事
４
件
。
議
員
提
案
に
よ
る
意
見
書
２
件
、
特
別
委
員
会
設
置
決
議
１
件
の
計　
１６

件
で
す
。
そ
の
う
ち
、
人
事
１
件
が
撤
回
さ
れ
、
合
計　

件
で
し
た
。
議
会
は
提
出
さ
れ
た
各
議
案
を
慎
重
に

１５

審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
、
閉
会
中
の
各
委
員
会
調
査
に
つ

い
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

開
会
初
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、　

人
の
議
員
が
町
長
ら
町
当
局
に
町
政
を
質

１１

し
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

富
谷
町
国
民
健
康
保
険
税

率
を
引
き
下
げ
る
、
条
例
の

一
部
改
正
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
改
正
は
、
国
民
健
康

保
険
税
の
「
医
療
分
」「
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
」
の
税
率

を
引
き
下
げ
る
も
の
で
、
平

成　

年
度
の
国
保
税
率
改
正

２３
か
ら
３
年
が
経
過
し
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
今
後
の
国
保
財

政
状
況
を
見
通
し
、
被
保
険

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め

に
行
わ
れ
ま
す
。

　

引
き
下
げ
の
理
由
と
し
て

は
、
国
保
財
政
調
整
基
金
の

保
有
額
が
、
平
成　

年
度
決

２５

算
で　

億
円
に
達
す
る
見
込

１２

み
で
、
国
・
県
支
出
金
等
（
被

災
者
支
援
交
付
金
・
前
期
高

齢
者
交
付
金
）
の
交
付
額
の

増
加
、
ま
た
収
納
状
況
（
収

納
額
・
収
納
率
）
が
向
上
し

て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
条
例
改
正
に
よ
り
、

年
額
1
億
５
０
０
０
万
円
程

度
の
国
保
税
収
納
額
が
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。
保
険
給
付

費
は
、
毎
年
度
年
額
1
億
２

０
０
０
万
円
程
度
の
増
加
を

見
込
ん
で
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

税
率
設
定
に
当
た
っ
て
は
、

応
能
・
応
益
割
合
が
低
所
得

者
や
中
間
所
得
者
層
の
負
担

感
に
配
慮
さ
れ
て
お
り
、
平

成　

年
度
以
降
の
国
保
財
政

２９
運
営
お
よ
び
国
保
制
度
改
革

の
対
応
に
つ
い
て
も
、
十
分

考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
保
加
入
者
一
人
当
た
り

4
1
9
0
円
、
一
世
帯
当
た

り
1
万
1
2
9
3
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

全
員
の
賛
成
で
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

引き下げ
国保税条例
の改正

　▲  ゆとりすとクラブ・サロン全体交流会
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比　較改正前改正後

△2,700円29,100円26,400円
夫婦２人加入（７割軽減該当）
年金収入　夫（70歳） 80万円

妻（68歳） 40万円

ケ
ー
ス
①

△37,800円203,300円165,500円
夫婦２人加入
年金収入　夫（66歳）250万円

妻（66歳） 80万円
固定資産税　　　　　　5万円

ケ
ー
ス
②

△34,900円172,400円137,500円
１人加入
年金収入　男（66歳）250万円
固定資産税　　　　　　5万円

ケ
ー
ス
③

△71,600円402,900円331,300円
夫婦２人加入
事業所得　夫（47歳）250万円
パート収入　妻（46歳）105万円
固定資産税　　　　　　9万円

ケ
ー
ス
④

△1,900円19,800円17,900円１人加入　　　（７割軽減該当）
年金収入　男（70歳） 80万円

ケ
ー
ス
⑤

△74,500円433,800円359,300円
夫婦２人加入と子供１人加入
事業所得　夫（47歳）250万円
パート収入　妻（46歳）105万円
固定資産税　　　　　　9万円

ケ
ー
ス
⑥

△102,800円573,700円470,900円
夫婦２人加入と子供１人加入
給与収入　夫（47歳）550万円

妻（46歳）  0万円
固定資産税　　　　　　9万円

ケ
ー
ス
⑦

定 例 会 

国民健康保険税  
加入者の負担軽減を図るため

モデルケースによる税額と負担軽減額
今回の税率改正による課税額をモデルケースにてシミュレーションしたものです。

比　　較改正前税率改正後税率

△2.19ポイント10.84％8.65％所　得　割

△15.00ポイント41.00％26.00％資　産　割

△2,900円39,600円36,700円均　等　割

△3,200円44,100円40,900円平　等　割

改正後税率と改正前税率の比較（医療・後期高齢者支援金・介護納付金合算後の税率）
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定 例 会 

【
平
成　

年
富
ケ
丘
北
部
会

２６

館
新
築
工
事
請
負
契
約
】

一
般
競
争
入
札

予
定
価
格
事
前
公
表

契
約
相
手
方

�
新
東
建
設

契
約
金
額

6
4
1
2
万
円
（
税
込
）

落
札
率　

・　

％

９５

４９

工
期

平
成　

年　

月　

日
ま
で

２６

１１

２８

延
べ
床
面
積

２
６
４
・　

�
９９

　

こ
の
工
事
請
負
契
約
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年
４
月　

２６

２２

日
に
入
札
の
公
告
を
し
、
新

東
建
設
、
浜
田
工
業
の
２
社

の
申
請
が
あ
り
、
入
札
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

 

　

障
が
い
者
用
の
駐
車
場

に
屋
根
を
か
け
て
は
。

 

　

屋
根
ま
で
は
検
討
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
、
公

民
館
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交

流
館
な
ど
、
多
く
の
方
々
が

利
用
す
る
よ
う
な
施
設
で
、

検
討
す
る
こ
と
を
考
え
て
お

り
ま
す
。

 

　

他
の
町
内
会
館
で
高
齢

者
に
好
評
の
ベ
ン
チ
出
窓
を

設
け
て
い
ま
す
か
。

 

　

北
部
会
館
の
東
側
に
設

置
し
ま
す
。

問 答 問 答 

明明明明明明明明
石石石石石石石石
台台台台台台台台
東東東東東東東東
地地地地地地地地
区区区区区区区区

明
石
台
東
地
区
ののののののののの

地地地地地地地地
区区区区区区区区
計計計計計計計計
画画画画画画画画

地
区
計
画
ががががががががが
決決決決決決決決
定定定定定定定定
決
定

　

富
谷
町
地
区
計
画
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
明
石
台
東
地
区
の
地

区
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
区
計
画
は
、
建
物

用
途
等
に
つ
い
て
制
限
を
加

え
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
づ

く
り
を
適
正
な
方
向
へ
と
誘

導
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
良

好
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

区
域
は
、
明
石
台
七
丁
目
、

明
石
台
八
丁
目
お
よ
び
明
石

台
九
丁
目
の
全
部
で
面
積
は

約　
　

、
整
備
計
画
区
域
と

３９
ha

し
て
、「
戸
建
住
宅
地
区
」

「
一
般
住
宅
地
区
」「
集
合
住

宅
地
区
」「
公
共
施
設
地
区
」

が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

戸
建
住
宅
地
区
お
よ
び
一

般
住
宅
地
区
に
お
け
る
建
築

物
の
高
さ
の
最
高
限
度
が　
１０

ｍ
、
敷
地
面
積
の
最
低
限
度

は
２
０
０
�
と
の
制
限
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
建
築
物
の
用
途
の

制
限
も
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

集
合
住
宅
地
区
で
は
、
低

層
の
集
合
住
宅
を
想
定
し
て

お
り
、
3
階
・
4
階
建
て
に

な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

富ケ丘北部会館
建築はじまる
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���主なつかいみち ���

�子育て世帯臨時特例給付金支給事業

１億558万円

�臨時福祉給付金支給事業

9279万円
　上記２つの給付金支給事業は、消費税

率改定による給付です。

　対象者は子育て世帯分は１万人、福祉

給付分は7000人を見込んでいます。

�農業経営対策事業費　 1113万円
　26年２月の大雪による被害を受けた

農業施設（22棟）再建への補助事業です。

定 例 会 

（
仮
称
）
明
石
台
小
学
校
屋
内
運
動
場
・

プ
ー
ル
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

【
平
成　

年
度（
仮
称
）明
石

２６

台
小
学
校
屋
内
運
動
場
・

プ
ー
ル
新
築
工
事
】

随
意
契
約

契
約
相
手
方

�
錢
高
組
東
北
支
店

契
約
金
額

７
億
５
９
８
９
万
円（
税
込
）

工
期

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２７

３１

　

随
意
契
約
と
な
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
は
、
当
初
、
一
般

競
争
入
札
に
よ
り
本
年
４
月

に
入
札
の
公
告
を
し
、
錢
高

組
東
北
支
店
と
阿
部
和
工
務

店
の
２
社
の
申
請
が
あ
り
ま

し
た
が
、
入
札
日
の
前
日
に

２
社
か
ら
辞
退
の
届
出
が
あ

り
、
入
札
が
不
調
に
な
り
ま

し
た
。

　

辞
退
の
理
由
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
２
社
と
も
価
格
に

よ
る
辞
退
で
し
た
。
調
査
を

し
、
現
在
の
資
材
費
等
に
合

わ
せ
設
計
金
額
の
増
額
を
行

い
、
業
者
を
指
名
し
ま
し
た
。

　

指
名
業
者
は
、
当
初
申
請

の
あ
っ
た
２
社
と
し
、
見
積

競
争
に
よ
り
決
定
し
、
随
意

契
約
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
初
に
比
べ
3
2
6
0
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
増
額
分
は
既
に
契
約
済

み
の
本
体
工
事
で
の
予
算
の

残
額
分
を
、
こ
の
財
源
に
充

て
る
も
の
で
す
。

 

　

児
童
ク
ラ
ブ
と
小
学
校

建
設
費
の
総
額
と
財
源
は
。

 

　

総
額
（
備
品
は
除
く
）

は　

億
４
０
０
０
万
円
で
、

２６
そ
の
財
源
は
、
国
・
県
補
助

金
６
億
円
、
起
債　

億
1
０

１６

０
０
万
円
、
一
般
財
源
４
億

３
０
０
０
万
円
で
す
。

問 答 

給付金支給事業に2億円
　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補

２６

正
予
算
は
２
億
４
２
８
３
万

円
を
追
加
し
、
総
額
1
4
1

億
7
8
9
1
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

歳
入
で
は
、
国
庫
補
助
金

1
億
9
8
3
7
万
円
の
追
加

で
、
消
費
税
率
の
改
定
に
伴

う
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
支
給
事
業
な
ら
び
に
、

臨
時
福
祉
給
付
事
業
の
補
助

金
に
よ
る
収
入
増
が
主
な
も

の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
４

月
の
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
の
補
正
と
、
消
費
税
率
改

定
に
よ
る
給
付
で
あ
る
臨
時

福
祉
給
付
金
事
業
・
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
支
給

事
業
の
追
加
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
は
、
国
保
税
条
例

改
正
に
よ
り
、
歳
入
で
保
険

税
1
億
5
4
5
4
万
円
の
減

額
で
す
。

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
、
水
道

事
業
会
計
の
各
補
正
予
算
は
、

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の

補
正
が
主
な
も
の
で
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

 

　

新
富
谷
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

地
下
道
お
よ
び
成
田
公
民
館

で
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
場
所

と
台
数
は
。

 

　

２
本
の
地
下
道
の
歩
道

に
、
各
１
台
ず
つ
を
予
定
し

て
お
り
、
公
民
館
に
は
室
内

に
３
台
、
外
に
２
台
の
予
定

で
す
。

問 答 

補 正 予 算

平
成　

年
４
月
開
校
予
定

２７
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定 例 会 ・ 臨 時 会 

第 2回臨時会

　

昨
年　

月
１
日
か
ら
空
席

１０

と
な
っ
て
い
た
富
谷
町
副
町

長
に
、
町
長
よ
り
前
岩
沼
市

民
図
書
館
長
で
あ
る
鈴
木
和

夫
氏
を
選
任
す
る
こ
と
が
提

案
さ
れ
、
無
記
名
投
票
の
結

果
、
賛
成
全
員
で
同
意
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
７
月
１
日
か
ら

４
年
間
で
す
。

　

平
成　

年
第
２
回
臨
時
会

２６

は
、
議
員　

人
の
出
席
で
４

１８

月　

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

２８

　

開
会
に
当
た
り
、
故
千
葉

達
議
員
に
、
ご
遺
族
同
席
の

も
と
、
議
員
全
員
で
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。
磯
前
武
議
員

か
ら
は
追
悼
文
が
奉
じ
ら
れ
、

故
人
の
遺
徳
を
偲
び
、
議
員

全
員
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

し
た
。

　

臨
時
会
は
、
平
成　

年
度

２６

一
般
会
計
補
正
予
算
、
請
負

契
約
の
変
更
お
よ
び
和
解
賠

償
額
の
決
定
の
議
案
３
件
、

平
成　

年
度
各
種
会
計
補
正

２５

予
算
お
よ
び
条
例
改
正
の
専

決
処
分
の
承
認
８
件
の
計　
１１

件
を
慎
重
に
審
議
し
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補

２６

正
予
算
は
、
1
億
6
9
0
8

万
円
を
追
加
し
、
1
3
9
億

3
6
0
8
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。
補
正
の
主
な
も
の
は
、

歳
入
で
、（
仮
称
）
明
石
台
小

学
校
屋
内
運
動
場
整
備
事
業

で
の
教
育
債
1
億
４
３
２
０

万
円
の
追
加
。
歳
出
で
は
、

歳
入
と
事
業
が
同
じ
く
、
屋

内
運
動
場
・
プ
ー
ル
新
築
工

事
に
１
億
9
1
0
0
万
円
の

追
加
で
す
。

　

富
谷
町
「
補
助
金
等
交
付

規
則
」
の
適
正
な
執
行
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

調
査
項
目
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
３
つ
で
す
。

①
一
部
の
補
助
金
交
付
団
体

に
交
付
さ
れ
た
補
助
金
が
、

特
定
の
議
員
の
議
会
広
報

に
利
用
さ
れ
て
い
た
事
実

に
関
す
る
調
査

②
一
部
の
行
政
区
長
が
、
補

助
金
を
使
っ
た
町
内
会
広

報
に
お
い
て
、
議
会
へ
の

誹
謗
中
傷
を
行
っ
た
事
実

に
関
す
る
調
査

③
そ
の
他
補
助
金
交
付
団
体

に
関
す
る
調
査

　

委
員
定
数
は
、
議
長
お
よ

び
当
事
者
を
除
く
全
議
員　
１６

人
と
な
り
ま
し
た
。
調
査
期

間
に
つ
い
て
は
、
当
該
調
査

終
了
ま
で
閉
会
中
も
調
査
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
ま
し

た
。

　

質
疑
の
後
、
無
記
名
投
票

に
よ
り
、
賛
成　

反
対
５
で

１１

特
別
委
員
会
設
置
決
議
を
可

決
し
ま
し
た
。

 

　

調
査
に
係
る
予
算
は
。

 

　

議
会
費
と
し
て
計
上
さ

れ
る
予
算
の
範
囲
内
で
、
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

　

補
助
金
交
付
団
体
に
関

す
る
調
査
一
つ
で
十
分
で
は

な
い
で
す
か
。

 

　

項
目
を
設
定
し
て
お
く

こ
と
に
よ
り
、
柔
軟
な
対
応

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

問 答 問 答 

「
補
助
金
等
交
付
規
則
」の
適
正
な
執
行
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

副町長副町長にに 鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴鈴木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木 和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫鈴木 和夫 氏氏
全員賛成で選任に同意
 
鈴  
木 　
 
和  
夫 
（　

歳
）

す
ず 

き 

か
ず 

お

６５

仙
台
市
泉
区
在
住

（
経
歴
概
要
）

　

昭
和　

年
宮
城
教
育
大
学

４８

卒
業
、
泉
市
総
務
課
、
仙
台

市
泉
区
総
務
部
市
民
課
長
、

青
葉
区
保
険
年
金
課
長
、
若

林
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
長

等
、
総
務
、
福
祉
、
教
育
部

門
に
勤
務
の
後
、
財
団
法
人

瑞
鳳
殿
事
務
局
次
長
、
岩
沼

市
民
図
書
館
長
を
歴
任
し
、

本
年
３
月
退
職
。

教育費
1億4320万円を追加
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　地方税法施行令の一部を改正する政令が施行されたことにより、富谷町
税条例の一部改正を専決処分したことについて、原案のとおり承認しまし
た。改正の主な内容については下記のとおりです。

　

４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率

が
５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
安
倍
政
権

は
国
民
に
消
費
税
増
税
を
お

し
つ
け
る
一
方
、
大
企
業
の

復
興
特
別
法
人
税
廃
止
を
は

じ
め
、
数
々
の
法
人
税
減
税

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
関
連
税
制
は
大
幅

に
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

平
成　

年
度
以
降
に
購
入
す

２７

る
新
規
軽
自
動
車
税
は
、

１
・　

倍
か
ら
２
倍
も
上
が

２５

り
ま
す
。

　

消
費
税
増
税
の
う
え
に
、

自
動
車
取
得
税
の
減
収
の
見

返
り
と
し
て
軽
自
動
車
税
を

増
税
す
る
こ
と
は
、
二
重
の

「
弱
い
も
の
い
じ
め
」
で
あ

り
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
税
条
例
の
改
正
に

よ
っ
て
、
法
人
税
の
税
率
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
法
人
の
景
気
の
向
上
を

図
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
地
域
活
性
化
に
結
び

つ
く
も
の
で
す
。

　

次
に
、
軽
自
動
車
税
に
つ

い
て
は
、
今
回
、
税
額
が
改

正
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
税
収
の
安
定
に
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
税
制
改
正
に

よ
っ
て
、
よ
り
一
層
の
地
域

活
性
化
、
そ
し
て
税
収
の
安

定
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
が
最
終
的
に
は
住
民
の

利
益
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
、
賛
成
し
ま
す
。

賛
成　

森　
　
　

栄

最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最
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ももももももももももももももももももももももももももももももももも
ののののののののののののののののののののののののののののののののの

最
終
的
に
は
住
民
の
利
益
に
つ
な
が
る
も
の

弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱弱
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじ
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
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税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税

弱
者
い
じ
め  
消
費
税
と
軽
自
動
車
増
税

反
対　

佐
藤　

聖
子

討  
論 

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
被
保
険

者
間
の
保
険
税
負
担
の
公
平

の
確
保
お
よ
び
中
低
所
得
者

層
の
保
険
税
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
平
成　

年
度
か

２６

ら
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

改
正
の
主
な
内
容
は
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
課
税
額
に

係
る
限
度
額
、
現
行
「　

万
１４

円
」
か
ら
「　

万
円
」
へ
の

１６

引
き
上
げ
と
、
介
護
納
付
金

課
税
額
に
係
る
限
度
額
、
現

行
「　

万
円
」
か
ら
「　

万

１２

１４

円
」
へ
の
引
き
上
げ
な
ど
で

す
。

　

改
正
さ
れ
た
条
例
は
、
平

成　

年
４
月
１
日
か
ら
施
行

２６
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
保
税
条
例
の
改
正

は
、
低
所
得
者
へ
の
軽
減
措

置
拡
充
の
改
善
が
見
ら
れ
ま

す
が
、
国
保
賦
課
限
度
額
を

後
期
高
齢
者
支
援
金
で　

万
１４

円
を　

万
円
に
、
介
護
納
付

１６

金
で
は　

万
円
を　

万
円
に

１２

１４

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
国
保
税
の
賦

課
限
度
額
は　

万
円
か
ら　

７７

８１

万
円
に
も
な
り
ま
す
。

　

国
保
の
保
険
者
と
し
て
今

や
る
べ
き
こ
と
は
、
賦
課
限

度
額
の
引
き
上
げ
で
は
な
く
、

誰
も
が
払
え
る
国
保
税
に
す

る
た
め
に
、
国
に
対
し
て
国

庫
負
担
金
を
増
や
す
よ
う
求

め
る
こ
と
、
国
保
の
基
金
活

用
で
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

行
う
こ
と
で
す
。

　

今
回
は
、
医
療
費
の
伸
び

な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、
国

保
税
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

　

後
期
高
齢
支
援
金
課
税
限

度
額
、
介
護
納
付
金
課
税
限

度
額
が
改
正
さ
れ
増
税
に
な

り
ま
す
が
、
増
税
に
伴
い
加

入
者
の
所
得
に
応
じ
た
減
額

が
さ
れ
て
お
り
、
一
部
条
例

改
正
に
つ
い
て
は
、
安
定
的

な
財
政
運
営
を
求
め
る
こ
と

に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

今
後
の
国
保
事
業
の
反
復

継
続
す
る
こ
と
は
、
住
民
の

福
祉
向
上
に
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
賛
成
い
た
し

ま
す
。

賛
成　

森　
　
　

栄

安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
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るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

安
定
的
な
財
政
運
営
に
寄
与
す
る
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ををををををををををををををををををををををををををををををををを

限
度
額
改
定
で
な
く  
国
保
引
き
下
げ
を

反
対　

佐
藤　

聖
子

討  
論 

専決処分の承認

軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽自自自自自自自自自自自自動動動動動動動動動動動動車車車車車車車車車車車車税税税税税税税税税税税税軽自動車税
引引引引引引引引引引引引きききききききききききき上上上上上上上上上上上上げげげげげげげげげげげげにににににににににににに引き上げに

専決処分の承認

国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保税税税税税税税税税税税税課課課課課課課課課課課課税税税税税税税税税税税税国保税課税
限限限限限限限限限限限限度度度度度度度度度度度度額額額額額額額額額額額額限度額ののののののののののののの引引引引引引引引引引引引きききききききききききき引き上上上上上上上上上上上上上げげげげげげげげげげげげげ

○法人住民税法人税割（平成26年10月１日施行）
　現行12.3％→改正後9.7％（△2.6ポイント）

○軽自動車税（平成27年４月１日施行）
※軽四輪車等については、平成27年４月１日以後に最初の新規検査を受けるものから新税率を適用。

　四輪の自家用乗用車　現行7,200円→改正後10,800円
　四輪の自家用貨物車　現行4,000円→改正後 5,000円
　原付（50cc以下）  現行1,000円→改正後 2,000円
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第２回臨時会（4/28）・第２回定例会（6/3～6/11）　議案採決結果一覧

提
案
者

浅
野
幹
雄

相
澤　

榮

渡
邊
俊
一

磯
前　

武

永
野
久
子

佐
藤
聖
子

細
谷 

二

小
川
昌
義

山
路
清
一

佐
藤
克
彦

森　
　

栄

安
住
稔
幸

浅
野
直
子

小
泉　

光

�
橋
正
俊

三
浦
邦
夫

出
川
博
一

菅
原
福
治

議決結果
反　

対

賛　

成
議　　　　　案

町
長
提
案

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２６年度富谷町一般会計補正予算
（第１号）

第
2
回
臨
時
会

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２５年度（仮称）富谷町立明石台
小学校校舎・放課後児童クラブ新築
工事請負契約の変更

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017和解及び損害賠償額の決定

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案承認017
専決処分の承認を求めること（職員
の給与に関する条例の一部を改正す
る条例）

－○○○××○○○○○○○○○○○○原案承認215
専決処分の承認を求めること（富谷
町税条例等の一部を改正する条例）

－○○○××○○○○○○○○○○○○原案承認215
専決処分の承認を求めること（富谷
町国民健康保険税条例の一部を改正
する条例）

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案承認017
専決処分の承認を求めること（平成
２５年度富谷町一般会計補正予算（第
９号））

－○○○○○○○○○

欠　

席

○○○○○○○原案可決016富谷町国民健康保険税条例の一部改正

第
2
回
定
例
会

－○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決016
富谷町地区計画区域内における建築
物の制限に関する条例の一部改正

－○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決016
平成２６年度富谷町一般会計補正予算
（第２号）

－○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決016
平成２６年度富谷町国民健康保険特別
会計補正予算（第１号）

－○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決016
平成２６年度富谷町下水道事業特別会
計補正予算（第１号）

－○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決016
平成２６年度富谷町介護保険特別会計
補正予算（第１号）

－○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決016
平成２６年度富谷町水道事業会計補正
予算（第１号）

－○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決016
平成２６年度富ケ丘北部会館新築工事
請負契約の締結

－○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決016
平成２６年度（仮称）富谷町立明石台
小学校屋内運動場・プール新築工事
請負契約の締結

－－－－－－－－－－－－－－－－－原案同意016副町長の選任につき同意を求めること

－－－－－－－－－－－－－－－－－原案可決016
人権擁護委員の候補者の推薦につき
意見を求めること

－－－－－－－－－－－－－－－－－原案可決016
人権擁護委員の候補者の推薦につき
意見を求めること

議
員
提
案

－○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決016
軽度外傷性脳損傷に関わる周知及び
労災認定基準の改正などを求める意
見書

－○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決016
地域包括ケアシステム構築のため地
域の実情に応じた支援を求める意見書

－－－－－－－－－－－－－－－－－原案可決511
富谷町「補助金等交付規則」の適正
な執行に関する調査特別委員会の設
置に関する決議

○賛成　　×反対
※議長（浅野幹雄）は採決に加わりません。 
※「副町長の選任につき同意を求めること」、「人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること」および「富谷町「補助金等交
付規則」の適正な執行に関する調査特別委員会の設置に関する決議」については、無記名投票のため各議員の賛否は把握できません。
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 磯前　　武 議員　 10p
　「空き家」等の適正管理条例制定の必要性は

 菅原　福治 議員　 11p
　公民館・小中学校に防犯カメラを

　道交法改正・自転車の正しい乗り方の徹底を

 山路　清一 議員　 10～11p
　杜乃橋団地内交差点に安全対策必要では

　本庁舎受付案内業務を問う

 小川　昌義 議員　 12p
　マイナンバー制度の取り組みは

　（仮称）富谷町子育て支援複合施設を問う

　サーバーからの情報の不正入手について

 出川　博一 議員　 13p
　町長部局と教育委員会部局の連携は大丈夫か

　休日の行政サービス成田出張所での開設を

　町補助金での議会活動報告の発行問題ないか

 渡邊　俊一 議員　 12～13p
　志戸田公会堂（町内会館）建て替えを問う

 佐藤　聖子 議員　 14p
　教育委員会制度　政治的中立のため今のままで

　子育て複合施設の対象者を拡大しては

 浅野　直子 議員　 15p
　大亀山森林公園の展望台付近の整備を

　ピロリ菌感染の検査を特定健診へ導入求める

 永野　久子 議員　 14～15p
　富谷中の駐車場増設　抜本策が必要では

　生活保護世帯の水道基本料　東向陽台も免除に

　国保税減税は平均いくらか

 三浦　邦夫 議員　 16p
　市制施行記念　第１回マラソン大会の実施を

 安住　稔幸 議員　 17p
　富谷小学校のトイレ改修を早急に実施せよ

　消費税増税分を新たな施策で住民に還元を

一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問一般質問

町町町町町町町町町町
政政政政政政政政政政
をををををををををを
問問問問問問問問問問
うううううううううう

町
政
を
問
う

各
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
の
概
要
を
、
9
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ペ
ー
ジ
ま
で
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

１７詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　

人
が
一
般
質
問

１１
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磯前 武磯前　武
議 員議　員

え
て
車
が

並
び
、
ま

た
高
屋
敷

工
業
団
地

と
関
連
し
、

一
層
の
混

雑
が
予
想

さ
れ
る
た

め
質
問
し

ま
す
。

問　

高
屋

敷
工
業
団

地
造
成
工

事
の
最
新

工
程
は
。

答　

８
月

　

杜
乃
橋
団
地
内
交
差
点
に

つ
い
て
、
通
勤
時
間
帯
に
は

国
道
４
号
か
ら
交
差
点
を
越

山路山路 清一清一
議 員議　員

 
問 
「
空
き
家
」
等
の
適
正
管
理

条
例
制
定
の
必
要
性
は

答　

特
措
法
の
早
期
の
制
定
を
願
い
、

空
き
家
対
策
検
討

　

本
町
の
大
型
団
地
へ
の
宅

地
開
発
は
、
昭
和　

年
６
月

４５

東
向
陽
台
団
地
が
口
火
を
切

り
、　

年
鷹
乃
杜
、
富
谷

４７

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、　

年
に
富

４８

ケ
丘
団
地
と
続
き
ま
し
た
。

　

各
町
内
会
と
も
設
立　

周
４０

年
を
迎
え
る
時
期
が
近
づ
い

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

成
熟
し
た
団
地
で
は
、
近
年
、

高
齢
化
や
少
子
化
に
よ
り
、

管
理
不
全
な
「
空
き
家
」
が

増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
核
家

族
化
で
そ
の
ま
ま
空
き
家
に

 
問 

杜
乃
橋
団
地
内
交
差
点
に

安
全
対
策
必
要
で
は

答　

信
号
機
設
置
を

大
和
署
が
公
安
委
員
会
に
上
申

中
旬
か
ら
工
事
着
手
、
約
１

年
で
造
成
工
事
完
成
予
定
で

す
。

　▲  杜乃橋

な
る
ケ
ー
ス
が
多
数
を
占
め

て
い
ま
す
。
建
物
が
あ
る
が

ゆ
え
に
固
定
資
産
税
の
土
地

の
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
が
、
空
き
家
が
放
置
さ

れ
て
い
る
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
は
、
町

民
の
た
め
の
生
活
環
境
の
保

全
、
防
災
、
防
火
、
防
犯
を

図
る
た
め
、
早
急
に
対
策
を

講
じ
る
べ
き
と
考
え
次
に
質

問
を
し
ま
す
。

問　

空
き
家
に
つ
い
て
、
町

の
認
識
を
問
い
ま
す
。

答　

空
き
家
は
環
境
の
悪
化

の
要
因
の
一
つ
で
あ
り
、
こ

れ
ら
を
解
消
す
る
策
は
、
町

と
し
て
大
い
な
る
関
心
事
の

一
つ
で
す
。

問　

管
理
不
全
な
状
態
と
は
。

答　

空
き
家
が
老
朽
化
や
台

風
な
ど
で
倒
壊
し
た
り
、
建

材
が
飛
散
す
る
こ
と
で
、
他

人
の
生
命
、
財
産
な
ど
に
損

害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る

状
態
、
ま
た
不
法
侵
入
に
よ

り
火
災
や
犯
罪
が
誘
発
さ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
な
ど

で
す
。

問　

本
町
の
空
き
家
の
戸
数

を
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

答　

空
き
家
は
推
計
値
で
お

よ
そ
３
６
０
戸
で
す
。

問　

管
理
不
全
に
し
な
い
た

め
の
所
有
者
の
責
任
は
。

答　

適
正
に
維
持
・
保
全
す

る
責
任
が
あ
り
、
定
期
的
な

建
物
の
点
検
が
必
要
で
す
。

維
持
・
保
全
が
不
完
全
で
他

人
に
損
害
を
与
え
た
場
合
、

民
法
で
は
損
害
賠
償
の
責
任

を
負
う
規
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

問　

空
き
家
管
理
条
例
の
必

要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

答　

政
府
与
党
が
特
別
措
置

法
の
制
定
を
検
討
中
と
の
こ

と
で
す
。

　

本
町
に
お
け
る
空
き
家
対

策
を
進
め
る
立
場
で
、
本
日

の
質
問
を
受
け
検
討
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。
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問 

道
交
法
改
正
・
自
転
車
の

正
し
い
乗
り
方
の
徹
底
を

答　

学
校
は
実
技
指
導
等

交
通
安
全
教
室
で
実
施

　▲  成田アンダーパス（地下道）

菅原菅原　福治福治
議 員議　員

相
当
強
い
認
識
と
危
機
感
を

持
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

問　

地
域
防
犯
の
取
組
み
状

況
と
体
制
に
つ
い
て
、
ま
た

今
後
の
考
え
方
は
。

答　

交
番
の
増
設
と
富
谷
交

番
の
新
築
移
転
。
ま
た
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
整
備
充
実
と
併

せ
て
防
犯
意
識
の
普
及
啓
発

に
努
め
ま
す
。

問　

今
後
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
予
定
は
。

答　

成
田
公
民
館
と
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
（
地
下
道
）
に
設

置
し
ま
す
。

問　

町
の
防
犯
モ
デ
ル
と
は
。

答　

成
田
地
区
を
防
犯
モ
デ

ル
地
域
と
し
ま
し
た
。

問　

学
校
の
メ
ー
ル
配
信
は
。

答　

現
在
全
て
の
小
中
学
校

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ら
れ
て
お
り
ま

す
。
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
等
、

防
犯
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。

問　

数
年
前
と

は
比
べ
も
の
に

な
ら
な
い
ほ
ど

の
環
境
変
化
の

中
、
防
犯
の
認

識
に
つ
い
て
質

問
し
ま
す
。

答　

防
犯
と
交

通
安
全
は
町
の

大
き
な
柱
で
す
。

　

本
町
は
、
人
口
の
増
加
と

と
も
に
都
市
化
が
進
ん
で
お

り
、
住
民
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
求
め

 
問 

公
民
館
・
小
中
学
校
に

防
犯
カ
メ
ラ
を

答　

成
田
公
民
館
と
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に

設
置
し
ま
す

　

昨
年
改
正
さ
れ
た
道
路
交

通
法
の
徹
底
と
、
交
通
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
問
い
ま
す
。

問　

自
転
車
の
道
交
法
改
正

以
降
、
町
・
学
校
で
、
ど
の

よ
う
な
意
識
の
高
揚
を
図
り

ま
し
た
か
。

答　

町
で
は
、
広
報
と
み
や
、

安
全
安
心
メ
ー
ル
で
配
信
、

学
校
で
は
交
通
安
全
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問　

成
田
〜
イ
オ
ン
間
の
根

本
的
な
交
通
渋
滞
解
消
策
は
。

答　

引
き
続
き
交
通
状
況
を

把
握
し
、
渋
滞
緩
和
に
努
め

ま
す
。

問　

富
ケ
丘
小
前
の
信
号
機

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
り
換
え
て
は
。

答　

町
と
大
和
警
察
署
も
必

要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
引

き
続
き
要
請
し
ま
す
。

問　

工
業
団
地
の
造
成
に
伴

う
、
国
道
か
ら
の
道
路
拡
幅

と
橋
の
建
て
替
え
は
。

答　

来
年
７
月
造
成
完
了
に

合
わ
せ
発
注
し
ま
す
。

問　

交
差
点
の
交
通
事
情
を

町
は
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

答　

国
道
４
号
か
ら
当
該
交

差
点
ま
で
車
両
が
渋
滞
し
、

南
北
か
ら
の
合
流
が
困
難
な

状
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

問　

危
険
な
交
差
点
で
あ
り
、

早
急
な
対
策
と
方
針
は
。

答　

昨
年
町
内
会
か
ら
の
要

請
が
あ
り
、
現
地
調
査
し
て

大
和
警
察
署
へ
横
断
歩
道
塗

り
替
え
と
、
信
号
設
置
の
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

　

信
号
機
は
大
和
署
が
宮
城

県
公
安
委
員
会
に
上
申
し
て

い
ま
す
。
下
り
線
に
は
ド
ッ

ト
ラ
イ
ン
を
検
討
し
ま
す
。

　

本
庁
舎
受
付
案
内
業
務
を

担
当
の
女
性
が
行
っ
て
お
り
、

明
る
く
ま
た
感
じ
よ
く
思
い

質
問
し
ま
す
。

問　

受
付
案
内
担
当
は
何
人

で
す
か
。

答　

女
性
２
人
で
す
。

問　

役
職
・
身
分
は
。

答　

非
常
勤
の
パ
ー
ト
職
員

で
す
。

問　

勤
務
時
間
帯
は
。

答　

８
時　

分
よ
り　

時　

３０

１４

３０

分
と
、　

時
か
ら　

時
ま
で

１１

１７

の
勤
務
で
す
。

問　

採
用
と
業
務
研
修
は
。

答　

公
募
に
よ
り
面
接
に
て

採
用
、
業
務
内
容
を
詳
し
く

説
明
し
、
お
の
お
の
が
内
容

を
把
握
し
業
務
し
て
い
ま
す
。

 
問 

本
庁
舎
受
付
案
内
業
務
を
問
う

答　

出
張
所
窓
口
・
公
民
館
窓
口
業
務
も
、

町
民
の
視
点
に
た
ち
対
応
し
ま
す
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渡邊渡邊 俊一俊一
議 員議　員

小川小川 昌義昌義
議 員議　員

国
で
す
か
、
富
谷
町
で
す
か
。

答　

国
の
法
定
受
託
事
務
で

 
問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

取
り
組
み
は

答　

国
・
県
の
対
応
待
ち
で
す

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

運
用
で
、
責
任
を
持
つ
の
は

す
が
、
住
民
情
報
の
管

理
は
富
谷
町
に
あ
り
ま

す
。

問　

個
人
情
報
の
不
正

利
用
、
改
ざ
ん
に
よ
る

被
害
、
財
産
保
護
対
策

は
ど
う
で
す
か
。

答　

情
報
の
倫
理
教
育

と
、
財
産
保
護
に
つ
い

て
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
含
め
周
知
し
て
い
き

ま
す
。

問　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問

題
も
あ
り
、
住
民
説
明

会
を
実
施
す
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
。

答　

今
の
と
こ
ろ
広
報
の
み

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

カ
ー
ド
交
付
は
有
料
で

す
か
無
料
で
す
か
。

答　

現
在
、
国
で
検
討
中
で

す
。

　

こ
れ
ま
で
一
ノ
関
、
三
ノ

関
、
太
子
堂
、
町
上
、
町
中
、

富
ケ
丘
南
部
、
そ
し
て
富
ケ

丘
北
部
会
館
は
、
本
年
度
中

に
完
成
予
定
で
建
て
替
え
工

事
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

災
害
時
の
一
時
避
難
所
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
の
整
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

建
て
替
え
工
事
が
完
了
し

た
地
域
住
民
か
ら
は
大
変
喜

ば
れ
、
従
来
に
増
し
て
会
館

の
利
用
の
充
実
が
図
ら
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

住
民
の
集
う
会
館
は
常
に

安
全
安
心
な
場
で
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
町
長
も
３
月

定
例
会
に
お
い
て
、
建
て
替

え
条
件
の
整
っ
た
所
か
ら
順

次
建
て
替
え
を
進
め
て
い
く

と
言
わ
れ
て
お
り
、
と
り
わ

け
条
件
の
整
っ
て
い
る
会
館

は
、
西
成
田
、
志
戸
田
の
両

会
館
と
認
識
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
志
戸
田
公
会
堂
の
建

て
替
え
を
質
問
し
ま
す
。

問　
　

年
以
前
に
建
築
さ
れ

５０

た
研
修
所
を
解
体
移
築
さ
れ

た
志
戸
田
公
会
堂
に
つ
い
て
、

建
て
替
え
の
優
先
順
位
が
極

め
て
高
い
と
言
わ
れ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
が
、
最
優
先
に
検

討
を
進
め
る
考
え
が
あ
る
か

町
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

答　

条
件
が
整
っ
て
い
る
の

は
、
西
成
田
と
志
戸
田
の
２

カ
所
で
あ
り
、
次
年
度
の
決

定
に
つ
い
て
は
９
月
決
算
後

 
問 

志
戸
田
公
会
堂（
町
内
会
館
）

建
て
替
え
を
問
う

答　

次
年
度
の
建
て
替
え
は

９
月
決
算
後
決
定
し
ま
す

問　

子
育
て
に
関
す
る
相
談

状
況
は
ど
う
で
す
か
。

答　

平
成　

年
度
の
訪
問
や

２５

電
話
の
件
数
は
約
３
0
0
0

件
、
特
に
訪
問
指
導
は
平
成

　

年
度
と
比
較
し
約　

倍
で

２１

1.5

す
。

問　

各
種
健
診
の
受
診
状
況

は
ど
う
で
す
か
。

答　

健
診
は
福
祉
健
康
セ
ン

タ
ー
と
中
央
公
民
館
の
1
階

で
行
な
っ
て
お
り
、
受
診
状

況
は
、
こ
こ
数
年
来
出
生
者

が
年
間
4
5
0
人
前
後
で
す

の
で
、
受
診
者
数
も
ほ
ぼ
同

様
の
傾
向
で
す
。

 
問 
（
仮
称
）富
谷
町
子
育
て
支
援

複
合
施
設
を
問
う

答　

建
物
は
鉄
筋
２
階
建職

員
数
は　

人
１５

問　

国
立
国
会
図
書
館
で

サ
ー
バ
ー
か
ら
情
報
を
取
得

し
、
入
札
に
利
用
し
た
問
題

が
発
生
し
ま
し
た
。
当
町
で

も
起
こ
り
え
る
問
題
と
し
て
、

対
策
を
取
る
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

答　

当
町
で
は
考
え
に
く
い

と
思
い
ま
す
。

 
問 

サ
ー
バ
ー
か
ら
の
情
報
の

不
正
入
手
に
つ
い
て

答　

現
状
で
は
考
え
に
く
い
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　▲  志戸田公会堂

出川出川 博一博一
議 員議　員

 
問 
町
長
部
局
と
教
育
委
員
会
部
局
の

連
携
は
大
丈
夫
か

答　

町
長
部
局
と
の
連
携
が
悪
か
っ
た
と

反
省

お
示
し
し
な
が
ら
、　

月
の

１２

補
正
に
つ
な
げ
て
い
く
形
で

進
め
て
い
き
ま
す
。

問　

志
戸
田
公
会
堂
前
の
町

道
の
整
備
は
、
会
館
の
建
て

替
え
工
事
と
同
時
に
進
め
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

町
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

答　

会
館
建
築
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
敷
地
や
周
辺
の
環
境
整

備
も
あ
わ
せ
て
取
り
組
み
、

富
谷
町
ら
し
い
会
館
づ
く
り

に
尚
一
層
力
を
入
れ
て
ま
い

り
ま
す
。

問　

条
件
の
整
っ
て
い
な
い

老
朽
化
の
進
ん
で
い
る
会
館

に
つ
い
て
の
建
て
替
え
を
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
か
れ

る
考
え
か
問
い
ま
す
。

答　

条
件
が
整
っ
て
い
な
い

所
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
権

利
関
係
、
土
地
の
準
備
状
況
、

そ
し
て
地
元
の
声
な
ど
総
合

的
に
勘
案
し
て
、
残
さ
れ
て

い
る
建
て
替
え
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

長
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

問　

４
月
下
旬
、
東
向
陽
台

保
育
所
で
発
生
し
た
食
中
毒

で
、
教
育
委
員
会
か
ら
学
校

へ
の
連
絡
・
指
示
は
あ
り
ま

し
た
か
。

答　

こ
の
件
に
関
し
て
教
育

委
員
会
に
情
報
提
供
・
協
議

の
要
請
も
あ
り
ま
せ
ん
。
実

は
教
育
委
員
会
、
給
食
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
各
学
校
と
も
新

聞
報
道
で
知
り
ま
し
た
。
町

長
部
局
と
の
連
携
が
悪
か
っ

た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

問　

大
切
な
危
機
管
理
情
報

が
、
な
ぜ
学
校
側
、
教
育
委

員
会
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の

か
、
町
長
の
見
解
は
。

答　

そ
の
認
識
は
、
当
時
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問　

町
の
基
本
的
方
針
・
重

要
な
施
策
を
決
定
す
る
政
策

企
画
会
議
が
、
１
年
間
開
催

さ
れ
て
い
な
い
が
。

答　

会
議
開
催
で
は
な
く
、

運
用
と
し
て
部
局
内
で
協
議

さ
れ
、
そ
の
後
町
長
へ
報
告

し
、
事
業
決
定
し
て
い
ま
す
。

問　

庁
議
の
議
事
録
も
な
い

が
。

答　

事
務
局
と
し
て
改
善
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
き
な
い
市
町
村
は

い
く
つ
あ
る
の
か
。

答　

調
査
は
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
よ
く

わ
か
り
ま
せ
ん
。

問　

昨
年
、
政
策
推

進
会
議
、
町
政
運
営

会
議
お
よ
び
部
長
会

議
か
ら
教
育
長
が
外

さ
れ
た
理
由
は
。

答　

庁
議
に
つ
い
て

は
町
長
の
意
志
決
定

を
補
完
す
る
会
議
で
、

教
育
委
員
会
部
局
は

教
育
次
長
、
教
育
部

　

役
場
内
の
会
議
（
庁
議
）

の
実
態
等
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

問　

教
育
長
が
庁
議
に
参
加

その他の
質　　問

問 
町
補
助
金
で
の
議
会
活
動
報
告
の

発
行
問
題
な
い
か

答 
老
人
福
祉
の
向
上
に
合
致
し

ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
な
い

その他の
質　　問

問 
休
日
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

成
田
出
張
所
で
の
開
設
を

答 
議
案
否
決
の

イ
オ
ン
の
結
果
を
受
け
、
難
し
い

　▲  役場庁舎
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永野永野 久子久子
議 員議　員

佐藤佐藤 聖子聖子
議 員議　員

答　

国
の
調
査
と
本
年
度
実

施
さ
れ
る
県
の
調
査
と
も
、

公
表
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

国
、
県
の
学
力
調
査
を

実
施
し
な
い
よ
う
、
求
め
る

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

実
態
を
把
握
し
、
長
期

に
わ
た
る
指
導
の
た
め
に
活

用
す
べ
き
も
の
と
思
い
ま
す
。

問　

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た

授
業
で
の
規
則
や
注
意
は
。

答　

学
校
の
情
報
教
育
の
中

で
は
、
ガ
ー
ド
は
き
ち
ん
と

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

問　

家
庭
と
学
校
の
連
携
は
。

答　

親
が
機
器
を
買
い
与
え

る
と
き
、
使
い
方
や
危
険
性
、

危
険
を
回
避
す
る
方
法
も
含

め
指
導
す
べ
き
で
、
学
校
と

家
庭
が
共
有
し
な
が
ら
と
思

い
ま
す
。
保
護
者
向
け
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
を
準
備
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
問 
教
育
委
員
会
制
度

政
治
的
中
立
の
た
め
今
の
ま
ま
で

答　

民
主
教
育
支
え
る
柱
と
認
識

国
の
動
向
注
視
す
る

問　

現
在
の
教
育
委
員
会
制

度
は
、
教
育
の
政
治
的
中
立

性
と
教
育
の
自
主
性
を
確
保

す
る
た
め
の
も
の
で
、
こ
れ

を
変
え
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

答　

昭
和　

年
の
い
わ
ゆ
る

２２

民
主
教
育
の
出
発
を
支
え
る

大
き
な
柱
と
し
て
の
制
度
と

認
識
し
て
い
ま
す
が
、
国
の

動
向
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

全
国
学
力
調
査
の
成
績

順
位
は
公
表
す
べ
き
で
な
い

と
考
え
ま
す
が
ど
う
で
す
か
。

 
問 

子
育
て
複
合
施
設
の

対
象
者
を
拡
大
し
て
は

答　

検
討
し
ま
す

問　

平
成　

年
４
月
開
設
予

２８

定
の
複
合
施
設
で
の
対
象
を

就
学
前
に
限
定
せ
ず
、
拡
大

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

今
後
検
討
し
ま
す
。

問　

健
診
は
子
ど
も
の
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
に
要
望
を

聞
き
、
計
画
す
る
考
え
は
。

答　

健
診
に
従
事
す
る
医
師

等
の
確
保
な
ど
の
問
題
も
あ

り
ま
す
が
、
で
き
る
か
ぎ
り

反
映
さ
せ
た
い
考
え
で
す
。

問　

複
合
施
設
へ
の
道
路
と

し
て
、
緑
地
帯
を
道
路
に
で

き
ま
せ
ん
か
。

答　

明
石
台
東
地
区
開
発
事

業
で
あ
り
、
町
の
判
断
だ
け

で
は
困
難
で
す
。
今
の
道
路

を
利
用
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　▲  富谷中学校

ま
す
。
ど

う
対
応
し

ま
す
か
。

答　

従
来

か
ら
課
題

と
し
て
認

識
し
、
昨

年
度
は
町

担
当
部
局

と
教
育
委

員
会
が
現

地
調
査
を

行
い
、
自

転
車
置
き

場
の
移
設

で
駐
車
台

問　

富
谷
中
学
校
の
駐
車
場

が
不
足
し
て
お
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

か
ら
増
設
の
要
望
が
出
て
い

 
問 

富
谷
中
の
駐
車
場
増
設

抜
本
策
が
必
要
で
は

答　

学
校
周
辺
の
土
地
確
保
も

検
討
し
て
い
き
ま
す

数
を
増
や
す
こ
と
を
検
討
し

ま
し
た
が
、
抜
本
的
な
改
善

に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
経
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浅野浅野　直子直子
議 員議　員

問　

今
回
の
国
保
税
減
税
は

加
入
者
１
人
あ
た
り
、
１
世

帯
あ
た
り
平
均
い
く
ら
の
引

き
下
げ
に
な
り
ま
す
か
。

答　

１
人
平
均
４
１
９
０
円
、

１
世
帯
平
均
１
万
１
２
９
３

円
の
引
き
下
げ
で
す
。
資
産

割
廃
止
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

 
問 

国
保
税
減
税
は
平
均
い
く
ら
か

答　

１
人
あ
た
り
４
１
９
０
円
の

減
税
で
す

緯
が
あ
り
ま
す
。
継
続
し
て

協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　

学
校
の
東
側
・
西
側
の

民
有
地
に
つ
い
て
、
用
地
交

渉
に
入
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

答　

学
校
周
辺
の
土
地
確
保

に
つ
い
て
も
、
今
後
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
早
い
段
階
で

み
き
わ
め
を
し
て
い
き
ま
す
。

問　

次
善
の
策
と
し
て
、
清

水
仲
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
北

側
に
あ
る
町
有
地
の
一
部
を
、

学
校
の
駐
車
用
に
確
保
す
る

考
え
は
な
い
か
、
町
長
の
お

考
え
は
ど
う
で
す
か
。

答　

教
育
委
員
会
部
局
の
中

で
練
り
上
げ
る
こ
と
で
す
。

問　

生
活
保
護
世
帯
の
水

道
・
下
水
道
基
本
料
金
は
免

除
の
は
ず
で
す
が
、
仙
台
市

か
ら
給
水
を
受
け
て
い
る
東

向
陽
台
だ
け
が
免
除
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
仙
台
市
と
協
議

し
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
給
付
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

仙
台
市
と
の
関
係
を
整

理
し
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

 
問 

生
活
保
護
世
帯
の
水
道
基
本
料

東
向
陽
台
も
免
除
に

答　

仙
台
市
と
の
関
係
を
整
理
し

検
討
し
ま
す

　

大
亀
山
森
林
公
園
は
、
自

然
を
活
か
し
た
整
備
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
展
望
台
ま
で

の
ベ
ン
チ
や
テ
ー
ブ
ル
は
老

ブ
ル
の
痛
み
具
合
の
状
況
を

見
な
が
ら
、
修
繕
や
取
り
換

え
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ト
イ
レ
に
も
小

さ
い
高
窓
の
検
討
な
ど
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

町
内
公
園
に
つ
い
て
、

専
門
業
者
に
よ
る
点
検
作
業

を
実
施
す
る
と
あ
り
ま
し
た

が
そ
の
内
容
は
。

答　

平
成　

年
度
に
点
検
を

２３

実
施
し
ま
し
た
が
、
今
回
も

現
状
を
把
握
し
て
今
後
の
修

繕
、
取
り
替
え
の
参
考
に
し

ま
す
。

朽
化
も
進
み
、
利
用

す
る
に
は
あ
ま
り
に

汚
い
状
況
で
す
。
大

木
で
眺
望
も
悪
く
、

展
望
台
近
く
の
ト
イ

レ
は
暗
く
て
使
用
す

る
に
は
怖
い
よ
う
に

感
じ
る
こ
と
か
ら
、

公
園
整
備
に
つ
い
て

質
問
し
ま
す
。

問　

大
亀
山
展
望
台

付
近
の
休
憩
場
所
の

整
備
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
が
。

答　

ベ
ン
チ
や
テ
ー

 
問 

大
亀
山
森
林
公
園
の

展
望
台
付
近
の
整
備
を

答　

状
況
を
見
な
が
ら

修
理
や
取
り
替
え
を
す
る

　

疾
病
予
防
に
お
い
て
、
胃

が
ん
と
の
関
連
が
非
常
に
高

い
こ
と
か
ら
、
ピ
ロ
リ
菌
感

染
の
検
査
に
よ
り
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
が　

月
よ
り
定

１０

期
接
種
に
変
わ
り
、　

歳
以

６５

上
５
歳
刻
み
と
な
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
。

問　

ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
検
査

を
、
早
急
に
特
定
健
診
へ
導

入
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
。

答　

町
の
方
で
も
、
研
究
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
町
の

　

歳
以
上
任
意
助
成
支
援
も

６５残
し
、　

月
か
ら
の
定
期
接

１０

種
と
併
用
し
て
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

答　

法
定
接
種
化
と
な
っ
た

以
降
の
補
完
す
べ
き
事
案
に

つ
い
て
は
、
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

 
問 

ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
検
査
を

特
定
健
診
へ
導
入
求
め
る

答　

町
の
方
で
も
研
究
し
て
い
き
た
い

　▲  大亀山森林公園展望台
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富富富富富富富富富富谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷町町町町町町町町町町議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会のののののののののの富谷町議会の
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stream.jfit.co.jp/

三浦三浦 邦夫邦夫
議 員議　員

　

「
幸
せ
を
実
感
で
き
、
笑

顔
輝
く
、
あ
っ
た
か
富
谷
」

「
教
育
満
足
度
日
本
一
を
目

指
す
富
谷
町
」、
富
谷
町
が

 
問 
市
制
施
行
記
念

第
1
回
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
実
施
を

答　

ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
一
つ
と
し
て

十
分
検
討
し
ま
す

き
る
環
境
づ
く
り
な
ど
、
町

民
の
教
育
と
健
康
管
理
の
た

め
に
町
は
本
気
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
町
で
は

町
民
全
員
参
加
の
町
民
体
育

祭
が
あ
り
、
町
民
の
親
睦
と

健
康
管
理
に
大
い
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。
日
本
は
平
均
寿

命
で
は
世
界
一
の
長
寿
大
国

で
す
が
、
健
康
寿
命
の
面
で

は
そ
う
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。

誰
で
も
が
、
で
き
る
だ
け
健

康
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活

を
送
り
た
い
は
ず
で
す
。

　

少
し
で
も
長
く
体
力
を
維

持
し
、
健
康
で
明
る
い
日
常

生
活
を
送
る
た
め
、
町
と
し

て
取
り
組
む
体
力
強
化
の
一

環
と
し
て
市
制
施
行
記
念
、

第
１
回
富
谷
市
民
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
是
非
計
画
し
て
欲
し

い
と
願
い
質
問
し
ま
す
。

問　

市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開

催
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
。

答　

予
算
、
コ
ー
ス
設
定
、

運
営
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

問　

他
の
市
町
村
で
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

気
仙
沼
つ
ば
き
マ
ラ
ソ

ン
、
仙
台
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
、
松
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
、
亘
理
・
鳥
の
海
マ
ラ
ソ

ン
等
が
あ
り
ま
す
。

問　

富
谷
町
と
し
て
、
町
民

体
育
祭
と
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

体
育
的
二
大
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

答　

か
つ
て
マ
ラ
ソ
ン
を
し

た
い
と
い
う
声
も
あ
り
、
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を
実
施
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後

道
路
環
境
の
問
題
等
も
あ
り
、

自
然
に
と
り
や
め
に
な
っ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

市
制
施
行
に
伴
う
記
念
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら

協
議
を
し
ま
す
が
、
ス
ポ
ー

ツ
行
事
も
一
つ
の
記
念
で
す

の
で
、
十
分
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

目
指
す
町
づ

く
り
は
実
に

素
晴
ら
し
い

で
す
。
町
長

の
施
政
方
針

「
５
万
人
都

市　

と
み
や

　

輝
く
未
来

　

年
」
で
も

５０①
未
来
の
富

谷
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の

教
育
の
充
実

②
誰
も
が
健

康
で
生
き
生

き
と
生
活
で

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ををををををををををををををををををををををををを
傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴しししししししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみままままままままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

次回の定例会は９月上旬
開会の予定です。
詳しくは議会事務局へお
問い合わせください。

TEL 358�0622
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和
式
ト
イ
レ
で
は
上
手
に

用
が
足
せ
な
い
た
め
、
学
校

の
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
を
た

め
ら
う
児
童
が
い
ま
す
。
ま

安住安住　稔幸稔幸
議 員議　員

た
、
明
年
春
に
入

学
予
定
の
お
子
さ

ん
を
お
持
ち
の
親

御
さ
ん
か
ら
、
富

谷
小
学
校
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
へ
の

改
修
を
早
く
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望

も
出
て
い
ま
す
。

　

富
谷
小
学
校
の

女
子
ト
イ
レ
で
、

洋
式
ト
イ
レ
は
１

フ
ロ
ア
に
一
つ
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

ト
イ
レ
改
修
は
速

や
か
に
実
施
す
べ
き
で
す
。

問　

ト
イ
レ
改
修
の
予
定
を

質
問
し
ま
す
。

答　

今
年
度
中
に
改
修
を
進

め
る
こ
と
で
検
討
し
て
い
ま

す
。
議
員
の
言
わ
れ
る
と
お

り
、
年
度
内
完
成
を
目
指
し

て
、
最
大
限
の
努
力
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 
問 

富
谷
小
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
を

早
急
に
実
施
せ
よ

答　

今
年
度
中
の
改
修
に
む
け

最
大
限
の
努
力
を
す
る

　

消
費
税
が
４
月
１
日
に
５

％
か
ら
８
％
と
な
り
、
国
民

は
大
変
な
中
で
消
費
税
を
納

め
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
分
に
つ
い
て
は
、
社
会

保
障
費
の
財
源
に
充
て
、
地

方
消
費
税
交
付
金
も
、
使
途

を
明
確
に
し
て
全
て
国
民
に

還
元
し
、
社
会
保
障
財
源
化

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

富
谷
町
に
お
い
て
も
、
町

に
入
る
地
方
消
費
税
交
付
金

の
増
額
分
で
、
町
民
の
暮
ら

し
の
向
上
の
た
め
に
、
お
た

ふ
く
風
邪
の
予
防
接
種
費
用

の
助
成
な
ど
新
た
な
施
策
を

行
い
、
住
民
に
還
元
す
べ
き

で
す
。

問　

地
方
消
費
税
交
付
金
の

使
途
を
質
問
し
ま
す
。

答　

富
谷
町
に
交
付
さ
れ
る

消
費
税
率
改
定
に
よ
る
増
額

分
は
約
１
億
円
で
す
。

　

使
途
は
、
新
た
な
施
策
と

し
て
、（
仮
称
）
子
育
て
支
援

複
合
施
設
の
整
備
等
の
子
育

て
支
援
に
、
２
０
０
０
万
円

を
充
て
ま
す
。
今
後
も
新
た

な
施
策
に
充
当
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
残
り
の
８
０

０
０
万
円
は
、
社
会
保
障
の

既
存
事
業
に
充
て
て
い
ま
す
。

 
問 

消
費
税
増
税
分
を

新
た
な
施
策
で
住
民
に
還
元
を

答　

新
た
な
施
策
と
し
て

子
育
て
支
援
に
充
て
る

　▲  富谷小学校

陳 情 書陳　情　書

すべて議員配付となりました。

○介護保険法見直しに関する意見書の提出を求める陳情書
NPO法人介護サービス非営利団体ネットワークみやぎより

○2015年ＮＰＴ再検討会議に向けて日本政府に核兵器全面禁止のための行
動を求める意見書提出のお願い

原水爆禁止国民平和大行進宮城県実行委員会より
○東日本大震災被災者の医療費一部負担金免除及び介護保険利用者負担の減
免を被災市町村の負担によらず継続するための財政措置を求める陳情　
○介護保険次期見直しにあたり「要支援者への介護予防給付の従来通りの継
続」「特別養護老人ホームへの入居を要介護３以上に限定せず従来通りとす
ること」「利用者負担増の中止」を求める意見書採択を求める陳情書　

宮城県社会保障推進協議会より
○子ども・子育て新制度についての陳情　

宮城県保育関係団体連絡会　全国福祉保育労働組合宮城支部
宮城県社会保障推進協議会　宮城県保育園経営勉強会　より

○東日本大震災で被災し就学困難な幼児・児童・生徒に対する支援事業にか
かる陳情書　 民主教育をすすめる宮城の会　より

農
業
委
員
に

永
野
久
子
議
員
を
推
薦

　

議
会
か
ら
の
推
薦
を
受

け
て
選
任
さ
れ
た
農
業
委

員
の
任
期
が
、
７
月　

日
１９

を
も
っ
て
満
了
と
な
る
こ

と
に
伴
い
、
再
び
永
野
久

子
議
員
を
推
薦
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

 永  野 　 久  子  議員
なが の ひさ こ
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よりよい町づくりのために 

しました しました しました 
各委員会の説明

総　務　常　任　委　員　会…町の財政、町税、防災、まちづくり、環境衛生等について調査や審査をします。

教育民生常任委員会…教育、子育て、福祉、健康保険、介護保険等について調査や審査をします。

産業建設常任委員会…産業振興、道路、河川、都市整備、上下水道等について調査や審査をします。

各委員会で、

平成２６年３月～

平成２６年６月までの

議会閉会中に

調査をしました。

◎
調
査
日　

５
月　

日
１５

　

平
成　

年
度
補
助
金
等
の

２４

国
・
県
補
助
金
お
よ
び
一
般

財
源
の
内
訳
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
使
途
は
決

め
ら
れ
て
お
り
、
国
・
県
合

計
で
約　

億
円
の
補
助
金
等

２６

が
交
付
さ
れ
、
歳
入
決
算
額

の　

・
５
％
と
大
き
な
ウ
ェ

１８
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
特

に
、
社
会
福
祉
費
、
児
童
福

祉
費
、
老
人
福
祉
費
、
保
健

衛
生
費
、
教
育
費
な
ど
の
重

要
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
補
助
金
に
よ
り
、

施
策
の
実
行
は
確
保
さ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
に
応
え
る
た
め
、

多
額
の
一
般
財
源
の
持
ち
出

し
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
そ

の
兼
ね
合
い
が
難
し
い
と
思

い
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
補
助
金
は
重
要
な
財
源

で
あ
る
た
め
、
常
に
ア
ン
テ

ナ
を
上
げ
て
最
大
限
に
活
用

を
図
る
た
め
、
情
報
力
と
企

画
力
が
、
町
・
執
行
部
、
議

会
・
議
員
の
双
方
に
求
め
ら

れ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
算
・
決
算
委
員

会
時
に
お
い
て
は
、
補
助
金

の
内
訳
書
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
と
し
ま
す
。

国・県からの

補助金交付額26億円

調査先：企画部財政課

総
務
常
任
委
員
会

委 員 会 報 告 
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新たな産業・ビジネスを求め

大学・企業と連携

調査先：米沢市役所・米沢オフィスアルカディア

の
進
出
企
業
が　

社
の
み
で
、

１０

　

％
し
か
売
れ
て
い
な
い
工

３１業
団
地
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
米
沢
に
来
る
メ

リ
ッ
ト
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
、
新
た
な

産
業
・
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を

求
め
、
山
形
大
学
や
企
業
と

共
同
研
究
の
有
機
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
関
係
の
研
究
、
事

業
化
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

富
谷
町
も
高
屋
敷
地
区
の

開
発
が
始
ま
り
ま
し
た
。
北

部
道
路
の
フ
ル
ジ
ャ
ン
ク

シ
ョ
ン
化
も
含
め
、
宮
城

県
・
富
谷
町
・
開
発
者
が
一

体
と
な
り
、
企
業
誘
致
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

◎
調
査
日　

５
月
９
日

　

米
沢
市
は
、
昭
和　

年
代

３０

よ
り
電
気
機
械
製
造
業
の
企

業
誘
致
を
行
い
、
現
在
は
情

報
通
信
機
器
の
製
造
を
中
心

と
し
、
製
造
出
荷
額
が
山
形

県
第
１
位
、
販
売
高
年
間
７

３
０
０
億
円
以
上
で
東
北
で

も
第
４
位
で
す
。

　

し
か
し
、
平
成　

年
に
分

１２

譲
を
開
始
し
た
業
務
団
地
へ

自然に！当り前に！

地域の中で生活を！

調査先：社会福祉法人  臥牛三敬会  虹の園

◎
調
査
日　

４
月　

日
２２

　

角
田
市
に
あ
る
多
機
能
施

設
「
虹
の
園
」
を
調
査
し
ま

し
た
。

　

湯
村
理
事
長
よ
り
、「
障

が
い
者
の
権
利
宣
言
第
３
条

の
実
践
」「
仕
事
と
余
暇
（
創

作
活
動
）
を
充
実
さ
せ
る
」

「
よ
り
自
然
に
�
よ
り
当
り

前
に
�
地
域
の
中
で
生
活

を
�
」
を
法
人
・
施
設
の
羅

針
盤
と
し
て
、　

年
間
経
営

３０

を
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

大
震
災
で
３
店
舗
が
被
災

し
閉
店
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
後
も
新
し
い

仕
事
の
創
出
と
工
賃
ア
ッ
プ

に
つ
と
め
、
利
用
者
の
月
収

を　

万
円
に
す
る
こ
と
を
目

１０
標
に
経
営
方
針
を
た
て
て
い

る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
富
谷
町
役
場
内

で
「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
建
設

請
願
後
の
取
組
み
状
況
」
に

つ
い
て
生
涯
学
習
課
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
現
状
は
、

初
期
的
な
調
査
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
取

り
組
み
が
必
要
と
感
じ
ま
し

た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委 員 会 報 告 
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軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
は
、

交
通
事
故
や
高
所
か
ら
の
転

落
、
転
倒
、
ス
ポ
ー
ツ
外
傷

な
ど
に
よ
り
頭
部
に
衝
撃
を

受
け
、
発
症
す
る
病
気
で
あ

る
。
保
険
の
補
償
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
に
は
経
済
的
に

追
い
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
現
状
を
踏
ま
え
て
適
切

な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。
１.

軽
度
外
傷

性
脳
損
傷
と
な
り
働
け
な
い

場
合
、
労
災
補
償
、
年
金
が

受
給
で
き
る
よ
う
、
労
災
認

定
基
準
を
改
正
す
る
こ
と
。

２.

他
覚
的
・
体
系
的
な
神

経
学
的
検
査
方
法
な
ど
の
判

定
方
法
を
導
入
す
る
こ
と
。

３.

国
民
・
教
育
機
関
へ
の

啓
発
・
周
知
を
図
る
こ
と
。

提
出
先　

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

意
見
書
と
は
、
議
会
が
国
や
県
な
ど
に
出
す
要
望
書
で
す
。

　
　

年
度
か
ら
の
第
６
期
介

２７
護
保
険
事
業
計
画
策
定
は
、

増
高
す
る
保
険
料
な
ど
に
苦

慮
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
全
国
の
自
治
体
の
実

情
に
応
じ
て
、
国
の
積
極
的

な
支
援
を
図
る
よ
う
、
要
望

し
ま
す
。
１.

医
療
・
介
護
・

福
祉
の
良
質
な
人
材
を
確
保

す
る
た
め
に
、
抜
本
的
な
対

策
を
講
じ
る
こ
と
。
２.

在

宅
訪
問
診
療
に
係
る
改
定
後

の
影
響
に
つ
い
て
適
切
な
対

応
を
行
う
こ
と
。
３.

創
設

さ
れ
た
制
度
の
情
報
提
供
に

努
め
る
こ
と
。
４.

財
政
支

援
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
。

５.

要
介
護
高
齢
者
の
受
け

皿
づ
く
り
に
、
市
区
町
村
へ

の
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。

提
出
先　

　

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満

了
の
た
め
、
佐
藤
文
人
さ
ん

（
ひ
よ
り
台
一
丁
目
）
を
再

任
し
、
新
た
に
中
川
弘
美
さ

ん
（
仏
所
）
の
２
人
を
推
薦

す
る
も
の
で
す
。
任
期
は
３

年
で
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、

人
権
相
談
、
人
権
思
想
の
啓

蒙
を
行
う
も
の
で
、
現
在
7

人
の
委
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
。

 中  川  弘  美  さん
なか がわ ひろ み

 佐  藤  文  人  さん
さ とう ふみ と

軽
度
外
傷
性
脳
損

傷
に
関
わ
る
周
知

及
び
労
災
認
定
基

準
の
改
正
な
ど
求

め
る
意
見
書

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
構
築
の
た

め
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
支
援
を
求

め
る
意
見
書

人権擁護委員に

佐藤さん
中川さん

書

見

意

次のとおり議員全員協議会が開催されました。
提示された案件について、執行部からの説明と、議員による協議が行われました。

議会全員協議会が開かれました議会全員協議会が開かれました

３月20日
【協議事項】
①議会報告会におけるチェックシートの確認
②議会報告会リハーサル

４月24日
【説明要旨】
平成25年度（仮称）富谷町総合運動公園スポーツ・
文化交流館新築工事について
　本工事は入札不調となり、増額補正予算が否決さ
れたため、25年度当初予算の範囲内での施工とする
ため、設計を変更します。
【協議事項】
第１回議会報告会の結果報告について

５月16日
【協議事項】
議会運営委員会の答申について
・富谷町任期付職員の職務専念義務および公務員新
任教育・研修等の調査

・議会報告会の実施に関する件について

６月３日
【説明要旨】
富谷町国民健康保険税条例の一部改正について
　国民健康保険税の「医療分」「後期高齢者支援金分」
に係る税率を引き下げます。

６月５日
【説明要旨】
副町長の選任につき同意を求めることについて
　鈴木和夫氏の副町長選任に、ご協力とご理解をい
ただくよう求めます。

６月11日
【協議事項】
①富谷町農業委員会委員の推薦について
②富谷町「補助金等交付規則」の適正な執行に関す
る調査特別委員会の設置に関する決議（案）につ
いて
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可
決

26年第2回定例会（6月） 国保税率改正  再び引き下げに

比　較
改正前税率
（25年度）

改正後税率
（26年度）

△ 2.19
ポイント

10.84％8.65％所　得　割

△15.00
ポイント

41.00％26.00％資　産　割

△2,900円39,600円36,700円均　等　割

△3,200円44,100円40,900円平　等　割

平成26年度国保税率改正内容
医療・後期高齢者支援金・介護納付金分合算後の税率

国保税の引き下げを 

あの質問
 

　どうな
った 追跡 追跡 

議員が定例会で行った質問が、どう町づくりに反映されているか追跡しました。 

23年第2回定例会（6月） 国保税引き下げで加入者の負担を軽減

医療分＋支援分＋介護分（カッコ内はランク順位）
保険者名

平等割（円）均等割（円）資産割（％）所得割（％）

40,900（12）36,700（21）26.00（24）8.65（27）富　谷　町

44,000（ 3）49,800（ 1）16.00（29）13.25（ 4）塩　竈　市

25,400（28）22,600（29）41.13（14）6.88（29）七ヶ宿町

31,000（26）40,200（11）52.67（ 1）10.97（16）丸　森　町

33,500（25）36,300（22）42.50（11）8.90（25）利　府　町

43,600（ 4）37,800（16）50.00（ 4）9.80（22）大　和　町

44,400（ 1）38,400（13）23.00（26）12.00（ 8）色　麻　町

44,400（ 1）36,000（23）20.00（27）11.00（15）加　美　町

24,900（29）31,300（28）44.30（ 9）13.60（ 1）大　崎　市

改正税率後による県内29市町村との比較
＊他市町村については平成25年度税率を参考
＊算定方法が異なる市町村について、ランキング・平均から除外

　今後の財政状
況を見通し、加
入者の負担軽減
を図るため、税
率の引き下げを
実施。

比　較改正前税率（22年度）改正後税率（23年度～25年度）
△ 0.26ポイント11.1%10.84%所　得　割

△ 5.00ポイント46.0%41.00%資　産　割

△  4,500円44,100円39,600円均　等　割

△ 15,000円59,100円44,100円平　等　割

平成23年度国保税率改正内容（医療・後期高齢者支援金・介護納付金分合算後の税率）

可
決

　問　　財政調整基金を使った更なる国保税の引き下げを検討しましたか。
　答　　基金の状況や25年度の医療給付費等の状況を見ながら、見直しを考えています。

　問　　10億円の財政調整基金活用で国保税の引き下げはできませんか。
　答　　そのような方向の考えも出てくるのかと思います。

　問　　国保税加入者の所得に占める国保税が、過重という認識は。
　答　　15％であり、県内市町村の中ぐらいで、そう重いとは感じていません。

　問　　国保税引き下げの検討はしていますか。
　答　　財政調整基金の状況や今後の制度改正を見据え、適切な保険料負担を検討します。

24年第4回定例会（12月）

25年第3回定例会（9月）

25年第4回定例会（12月）

26年第1回定例会（3月）

更なる引き下げを　　議会で質問
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　私たちは、長男の小学校入学の

準備に向けて、６年前に富谷町へ

引越してきました。

　私たちが越してきた時は、団地

内にはまだ空き地があったのです

が、最近ではたくさんの家が建ち

並び、人口が増えていると感じて

います。

　さらに、富谷ICもできて、ます

ます町が活性化してきていると同

時に、車の通行なども大分増えて

きたと思い、子どもの交通事故が心配な面もあります。

　富谷町に望みたいことは、町民が安全な生活を送れるような環境作

りとさらなる町の発展です。そして、地下鉄の開通が今後できればと

思います。

　２月に待望の第２子が誕生し、家族が４人になりました。この子ど

もたちや町民のみなさんが、安全で住みやすいと思えるような町づく

りをお願いしたいと思います。

������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
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生
き
生
き
と
さ
せ
る
作
用
が

あ
る
た
め
、
Ｅ
Ｍ
菌
を
混
ぜ

た
水
で
水
や
り
も
し
て
い
ま

す
。
Ｅ
Ｍ
パ
ワ
ー
で
野
菜
は

順
調
に
生
長
中
。
収
穫
が
待

ち
遠
し
い
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　

成
田
保
育
所
は
、
平
成　
12

年
の
開
所
時
か
ら
「
せ
せ
ら

ぎ
会
」
の
方
々
と
の
交
流
を

続
け
て
お
り
、
顔
見
知
り
に

な
る
と
地
域
で
会
っ
た
時
な

ど
に
お
互
い
に
声
を
か
け
合

う
ほ
ど
の
関
係
が
で
き
て
い

ま
す
。
6
月
は
、
5
歳
児
と

の
花
植
え
交
流
会
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

優
し
く
手
を
添
え
丁
寧
に
教

え
て
い
た
だ
き
、
今
年
度
の

交
流
会
の
和
や
か
な
ス
タ
ー

ト
に
な
り
ま
し
た
。

酵
さ
せ
た
液
体
の
こ
と
を

「
Ｅ
Ｍ
ち
ゃ
ん
」
と
親
し
み

を
持
っ
て
呼
び
、
活
動
に
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、

Ｅ
Ｍ
ち
ゃ
ん
を
使

用
し
た
所
内
の
清

掃
で
す
。「
ピ
カ

ピ
カ
タ
イ
ム
」
と

称
し
た
こ
の
活
動

に
取
り
組
み
4
年
。

自
分
た
ち
の
過
ご

す
と
こ
ろ
を
自
分

た
ち
で
綺
麗
に
で

き
る
こ
と
に
、
胸

を
張
っ
て
い
る
子

ど
も
た
ち
で
す
。

　

も
う
一
つ
が
、

野
菜
の
栽
培
で
す
。

Ｅ
Ｍ
菌
に
は
土
を

成田保育所

未来へはばたけ

とみやっ子
シリーズ④
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み ん な の 広 場
　

決
ま
り
ま
し
た
副
町
長
。

空
席
だ
っ
た
副
町
長
に
、
鈴

木
和
夫
氏
が
全
員
賛
成
で
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
市

制
移
行
に
今
ま
で
以
上
に
力

を
入
れ
、
町
民
の
み
な
さ
ん

と
考
え
計
画
を
し
て
い
く
こ

と
が
、
議
員
・
議
会
の
役
割

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
昨
年
9
月
に
広
報
委

員
に
な
り
、
先
輩
議
員
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
議
会
だ

よ
り
作
成
に
奮
闘
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
議
員
の
思
い
、

考
え
を
分
か
り
や
す
く
理
解

で
き
る
よ
う
な
、
議
会
だ
よ

り
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
声
を
聞
き
な

が
ら
、
議
会
活
動
に
反
映
さ

せ
、
み
な
さ
ん
の
思
い
・
夢

が
実
現
す
る
た
め
、
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
う
町
に
な
る

よ
う
に
、
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

広
報
委
員　

�
橋　

正
俊

住みよい街に

 鈴  木  裕  太 さん（杜乃橋）
すず き ゆう た

　

皆
さ
ん
は
「
Ｅ
Ｍ

菌
」
を
ご
存
知
で
す

か
？　

Ｅ
Ｍ
菌
と
は

「
有
用
微
生
物
群
」

と
訳
さ
れ
、
人
間
や

環
境
に
役
立
つ
善
玉

菌
の
集
合
体
の
こ
と

を
言
い
、
様
々
な
汚

れ
を
綺
麗
に
す
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。

　

成
田
保
育
所
の
子

ど
も
た
ち
は
、
こ
の

Ｅ
Ｍ
菌
を
米
の
と
ぎ

汁
な
ど
に
入
れ
て
発
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